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ナノ炭素材料の理諭的研究

京都大学エネルギー理工学研究所 エネルギー利用過程研究部門

分子ナノ工学研究分野小島崇寛

グラフェンナノリボン（ ）は、グラフェンを短冊状に切り出したナノ炭素材料であ

り、分子幅やエッジ構造に依存した物性を示す。特に、優れた電子・磁気特性を有する

ことから、次世代型の高機能材料として期待されている。我々は、 の幅およびエ

ッジ構造を制御して合成するボトムアップ手法として、 ゾーン気相成長（ ） 

法を開発した 。さらに、独自に設計した 型前駆体分子を用いることで、アセン型

の合成にも成功している 。

我々が開発した 型分子の特徴は、剛直でありながら柔軟性も兼ね備えている点である。

金属基板上に吸着した際、分子は変形し、アキラル構造からキラル構造へと変化する。

このキラル構造は 型の重合反応に適しており、高効率な重合反応を実現す

る要囚となっている。前駆体分子の金属基板上での吸着構造を正確に予測することで、

新規 型分子の設計指針を得ることが可能となる。 を用いた吸着構造の

シミュレーションを基に最適な分子を選定し、実際に合成を行った。その後、

法を用いた前駆体高分子の合成を試みた結果、金基板上に前駆体高分子の生成を確認し

た。さらに、 測定によって、非対称構造を持つ前駆体高分子の合成に成功したこ

とが明らかとなった。また、我々が独自開発した低温脱水素縮環法（

法）を適用することで、置換基の分解を

伴わずに への変換を実現した 。今回、新たに片側にジグザグエッジを持つ非

対称型 の合成に成功し、世界で初めて強磁性 の作製を達成した 。
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